
                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

発行元 無所属の会（神原所属会派） 

〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 ☎6858-2525(代表) 
 

神原宏一郎事務所(前向きひろば) 
〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

神原 宏一郎の活動報告 2017 年 10 月 1 日～12 月 31 日（抜粋）※印は公務 

（前向きサロン） 
日 時： 1 月 27 日（土） 

午 前：１０時～１２時         

場 所：堀田会館第一料理教室 

（阪急バス豊中高校前から徒歩 5 分） 

参加費：無料 

主 催：前向きひろば 

お問合わせは 06-6854-5664 まで 
 

参加者みんなで情報共有・意見 

交換出来ればと思っています。  

気軽にご参加下さい！！ 

神原事務所 2017年10月～12 月分 

収入 

前月繰越残高 \2,154,656 

神原宏一郎議員報酬より \900,000 

その他（注 3)  \6,000 

合計（１） ￥3,060,656 

支出 

家屋費（イベント会場含） ￥222,200 

5 光熱費 ￥15,789 

通信費 ￥18,838 

印刷費 ￥28,729 

 備品費 ￥0 

消耗品費 ￥17,054 

交通費 ￥0 

人件費 ￥456,500 

その他（注 4) ￥65,052 

合計（２） \824,162 

 
次月繰越 （１）－（２） \2,236,494 

 

2017 年 10 月 
 1 日 さくらづか保育園運動会 
7 日 上野連合自治会役員会 

 9 日 豊中市立上野小学校運動会  

11 日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

12 日 建設水道常任委員会 傍聴 ※ 

13 日 環境福祉常任委員会 傍聴 ※ 

14 日 とよなかロシア祭 

16 日 総務常任委員会（神原在籍） ※ 

20 日 総合計画等調査特別委員会 傍聴 ※ 

21 日 とよっぴフェスタ 

27 日 豊中市高齢者レクリエーション大会 

28 日 前向きサロン（市政報告会） 

29 日 中央公民館まつり 

30 日 公共交通に関する意見交換会 
 

2017 年 11 月 
 3 日 第４０回豊中市秋季少年野球大会 

第１回高校野球発祥の地豊中親善大使山田哲人杯開会式 

平成２９年度教育表彰式 ※ 

 5 日 よい歯の高齢者８０２０表彰式 

     上野公民分館文化祭 

 8 日 大池地区スクランブル交差点改良工事状況説明会 

10 日 人権教育をすすめる市民の集い・とよなか市民環境展２０１７ 

11 日 オープンホスピタル２０１７ 

     イレブンフェスタ・すこやかフェスタ 

12 日 豊中市長杯開会式 

13 日 総合計画等調査特別委員会委員懇談会 ※ 

 

14 日 豊中私立幼稚園連合会茶話会 

16 日 青少年健全育成市民の集い 

18 日 とよなか産業フェスタ・第３８回豊中市農業祭 

19 日 前向きサロン（意見交換会） 

20 日 第５７回大阪府市議会議員研修会 

22 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

25 日 議員交流会 

26 日 さくらづか保育園クラス懇親会 

29 日 無所属の会来年度予算要望書提出 

30 日 １２月定例会 本会議 ※ 
 

2017 年 12 月 
 2 日 堀田公園イルミネーション点灯式・上野連合自治会役員会 

 3 日 第３７回豊中豊友少年軟式野球連合大運動会 

     トレジャーキッズふれあい緑地保育園園舎内覧会 

     東泉丘公民分館文化祭 

 4 日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

 5 日 環境福祉常任委員会 傍聴 ※ 

 7 日 総務常任委員会（神原在籍） ※ 

 9 日 うえの歩こう会 

16 日 上野ふれあいサロン 

17 日 中央公民館クリスマスフェスティバル 

18 日 子ども食堂フォーラム 

豊中えびす祭ニコニコ懇親会 

19 日 １２月定例会 本会議 ※ 

20 日 １２月定例会 本会議（神原個人質問） ※ 

21 日 １２月定例会 本会議 ※ 

23 日 堀田会館大掃除 

2017 年 10 月～12 月分 

収 入 

議員報酬等 \1,905,000 

期末手当（注 1） \1,695,450 

合計 \3,600,450 

支 出 

所得税 \472,719 

議員団費 \9,525 

事務所費用へ \900,000 

供託金(注 2） \282,575 

住民税・社会保険料 \425,745 

生活費 \1,509,886 

合計 \3,600,450 
 

(注 1）635,000×2.225×1.2 

(注 2）役職加算分 

(注 3）イベント参加費・カンパ 

(注 4）勉強会参加費など 
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本年も 

よろしく 

お願い致します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人的配置に勝る手立て無し！！ 

配慮を要する児童生徒の増加と多様化、複雑化を注視せよ！！ 

指定管理者内でのトラブルを他人事にするのは無責任！！ 

徹底調査を行い職場環境の改善を！！ 

情報提供や情報公開はしっかりと！！ 

市内全域で需要と供給のバランスの適正化を！！ 

 

個別の利用実態を把握するか登録施設数の制限の撤廃を！！ 
一

豊中市は、将来にわたり、継続的かつ安定的に、文化芸術の振興に向けた取組みの推進、   

多くの方々が文化芸術の振興に寄附によって貢献、参画することを可能にする目的で    

を創設しました。 

神原の疑問①・・・  

市は、これまでも様々な形で文化芸術の振興を目指して事業を展開してきました。今後も、  

施策や事業の優先順位を考慮しながら、予算編成の中で考えられるべきで、わざわざ、     

文化芸術の振興のためだけ特別に財源をとっておく必要はあるのでしょうか。 

神原の疑問②・・・  

新たに創設された文化芸術振興基金には、 もの税金が充当されました。ここ最近、   

創設されたスポーツ振興基金には１０００万円が充当され、消防・救急救命基金には１円も  

充当されなかったことと比較すると、あまりにも高額ではないでしょうか。ちなみに、     

豊中市は教育振興基金を創設する際にも、市民からの寄附のみで、税金からは１円も   

充当しませんでした。 

神原の主張・・・  

私は文化芸術の振興を否定しませんが、市として、様々な施策、事業を展開している中で、  

今、文化芸術振興基金を創設し、４億円もの税金を充当することに理解が出来ません。    

もっと、市民（納税者）が納得のいく、税金の使い方を考えるべきだと思います。 

 

 

今年は３期目の任期の最終年度を迎えますし、私にとっては３０代最後の議員活動です。 

今年のテーマは、 

『実を結ぶ改革！！』 
これまでに培ってきた経験や知識を活かして、市民が満足感や共感を得られる 

成果を一つでも多く挙げていきます。今後も忌憚のないご意見やご提案をお聞かせ下さい。 

神原宏一郎の個人質問の全容はホームページをご覧下さい。 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：


